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検
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に

　

私
は
３
月
市
議
会
で
生

理
の
貧
困
を
取
り
上
げ
質

問
し
ま
し
た
。
困
っ
て
い

る
人
に
対
し
て
、
生
理
用

品
を
配
布
す
る
こ
と
。
学

校
の
ト
イ
レ
や
保
健
室
に

生
理
用
品
を
置
く
こ
と
な

ど
要
求
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
災
害
用
に
備
蓄

し
て
い
る
も
の
を
配
布
し

ま
す
が
、
本
来
は
市
が
必

要
数
を
購
入
し
他
の
公
共

施
設
で
も
自
由
に
も
っ
て

帰
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
学

　

国
が
社
会
福
祉
協
議
会

を
通
じ
て
貸
付
を
行
っ
て

い
る
、
総
合
福
祉
資
金
の

貸
付
受
付
は
６
月
末
ま
で

で
し
た
が
、
８
月
末
ま
で

延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
緊
急
事
態
宣
言
の
下
で
、

営
業
時
間
の
短
縮
要
請
が

出
さ
れ
、
飲
食
店
は
ア
ル

コ
ー
ル
の
提
供
が
で
き
な

く
な
り
休
業
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

　

高
槻
市
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け

た
市
民
の
家
計
へ
の
支
援

策
と
し
て
家
計
負
担
の
大

き
い
子
育
て
世
帯
へ
の
生

　

昨
年
に
引
き
続
き
今
年

も
減
免
が
あ
り
ま
す
。
要

件
は
主
た
る
生
計
維
持
者

の
収
入
が
、
前
年
度
よ
り

３
割
減
収
が
見
込
ま
れ
る

場
合
な
ど
で
す
。
市
か
ら
、

　

昨
年
か
ら
、
集
団
感
染

が
お
こ
り
や
す
い
高
齢
者

な
ど
の
福
祉
施
設
で
働
く

人
の
検
査
を
、
定
期
的
に

す
る
こ
と
を
質
問
し
て
き

ま
し
た
。
今
年
３
月
市
議

市
は
Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
南
側
に

あ
る
ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
４

階
の
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
で
、
７
月
７
日
か
ら

生
理
用
ナ
プ
キ
ン
を
１
袋

無
料
で
配
布
し
ま
す
。
全

体
で
３
１
２
袋
の
配
布
は

少
な
す
ぎ
ま
す
。

校
の
ト
イ
レ
に
置
い
て
、

必
要
な
子
ど
も
が
気
兼
ね

な
く
使
え
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
大
事
で
す
。
引
き

続
き
６
月
市
議
会
で
も
取

り
上
げ
ま
し
た
。

す
。
生
活
が
成
り
立
た
な

い
状
況
も
あ
り
延
長
は
当

然
で
す
。
返
済
時
に
住
民

税
が
非
課
税
な
ど
生
活
状

会
で
、
国
の
通
知
が
あ
り
、

２
月
、
３
月
の
２
か
月
間

で
す
が
、
週
１
回
の
定
期

検
査
が
や
っ
と
実
現
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
６
月
末

ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　昨年から、新型コロナの感染拡大の防止、暮らしへの応援を機会あるごとに取り上げ、市長にも文章で7回要望してきま
した。その中で、これまでにも実現してきました。6月市議会の中で実現したことの一部を紹介します。

６
月
市
議
会
で
７
月
以
降

の
定
期
検
査
を
求
め
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
国
か
ら

の
通
知
で
定
期
検
査
が
延

長
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
、
単
独
の
通
所
系

施
設
に
つ
い
て
も
検
査
の

対
象
に
し
ま
す
。
高
齢
者

の
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、

障
害
者
作
業
所
な
ど
も

対
象
に
な
り
、
約
２
０
０

か
所
、
対
象
者
も
約
３
，

０
０
０
人
増
え
る
見
込
み

で
す
。

活
支
援
の
た
め
、
４
か
月

相
当
の
学
校
給
食
を
無
料

に
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。

営
業
収
入
や
給
与
収
入
の

あ
る
方
に
は
減
免
の
申
請

用
紙
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

況
の
改
善
が
見
ら
れ
な
い

場
合
は
返
済
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
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市会議員

中村れい子
市政相談日は

場　所：中村れい子事務所　　　時　間：朝 10時～昼 12時まで
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毎月、第 2土曜日です

　
６
月
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、
個
人
情
報
の

保
護
、
国
民
健
康
保
険
の
子
ど
も
の
均
等
割
の
全
額
免
除
す
る
こ
と

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

６月市議会
一般質問

デ
ジ
タ
ル
関
連
法
成
立
で
、

デ
ジ
タ
ル
関
連
法
成
立
で
、

個
人
情
報
が
企
業
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
に

個
人
情
報
が
企
業
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
に

国
民
健
康
保
険
の
均
等
割
を

国
民
健
康
保
険
の
均
等
割
を
1818
歳
ま
で
は

歳
ま
で
は

全
額
免
除
す
る
こ
と

全
額
免
除
す
る
こ
と

行
政
が
持
っ
て
い
る
個
人
情
報
を
本
人
同
意
な
く
外
部
提
供

個
人
情
報
の
民
間
活
用
は
名
前
、
住
所
を
伏
せ
て
も
問
題

　

デ
ジ
タ
ル
関
連
法
が
成

立
し
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
で
、
行
政
が

個
人
情
報
を
集
積
し
、
そ

　

行
政
が
保
有
す
る
個
人

情
報
を
本
人
の
同
意
も
な

く
、
外
部
に
提
供
し
て
企

業
の
利
益
に
つ
な
げ
ま
す
。

企
業
が
も
う
け
る
た
め
に
、

国
内
最
大
の
デ
ー
タ
・
個

人
情
報
を
持
っ
て
い
る
政

府
・
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル

化
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
デ
ジ
タ
ル
関
連

法
で
、
１
，
個
人
情
報
保

護
法
制
の
一
元
化
と
オ
ー

プ
ン
化
。
２
，
国
、
自
治

体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
共

同
化
・
集
約
。
３
，
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
の
利
用
拡

の
デ
ー
タ
を
企
業
等
に
解

放
し
て
「
利
活
用
」
し
や

す
い
仕
組
み
に
す
る
こ
と

を
優
先
し
、
個
人
情
報
保

大
。
４
，
強
力
な
権
限
を

持
つ
デ
ジ
タ
ル
庁
を
設
置

し
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
を

し
や
す
い
仕
組
み
に
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
情
報
保
護
制
度
で

は
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

で
、「
利
用
目
的
を
で
き
る

限
り
特
定
し
」
第
３
者
へ

の
提
供
は
「
あ
ら
か
じ
め

本
人
の
同
意
を
得
る
」
こ

と
を
原
則
と
し
て
お
り
、

必
要
以
上
に
大
量
の
個
人

情
報
を
収
集
す
る
こ
と
は

違
法
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
２
０
１
５
年
に

護
は
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ

ま
す
。

は
個
人
情
報
保
護
法
を
改

定
し
「
特
定
の
個
人
を
容

易
に
識
別
で
き
な
い
も
の

に
加
工
し
て
い
る
」
と
い

う
こ
と
で
、
本
人
の
同
意

を
得
ず
に
販
売
も
含
ん
だ

外
部
提
供
が
で
き
る
「
特

定
加
工
情
報
」
制
度
を
設

け
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
か
ら
始

ま
っ
た
行
政
機
関
等
の「
非

識
別
加
工
情
報
」
制
度
は
、

行
政
が
ど
う
い
う
情
報
を

持
っ
て
い
る
か
と
い
う
「
個

人
情
報
フ
ァ
イ
ル
」
を
公

表
し
、
民
間
事
業
者
へ
提

供
す
る
こ
と
も
可
能
に
し

ま
し
た
。
今
ま
で
は
、
国

の
機
関
や
条
例
で
定
め
て

い
る
自
治
体
で
募
集
を
し
、

外
部
提
供
を
し
て
き
ま
し

た
。

デ
ジ
タ
ル
法
が
成
立
し
た

下
で
は
、
す
べ
て
の
地
方

自
治
体
が
外
部
提
供
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
が

提
供
さ
れ
た
情
報
に
住
宅

ロ
ー
ン
を
扱
う
住
宅
金
融

支
援
機
構
か
ら
、
民
間

事
業
者
の
ネ
ッ
ト
銀
行
に

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
約

１
１
８
万
人
分
の
「
非
識

別
加
工
情
報
」
に
は
、
性

別
、
年
齢
、
職
業
、
勤
続

年
数
、
年
収
、
住
宅
取
得

　

国
民
健
康
保
険
料
は
、

所
得
割
に
加
え
て
世
帯
に

か
か
る
平
等
割
、
加
入
者

一
人
一
人
に
か
か
る
均
等

割
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

国
保
に
し
か
な
い
制
度
で

す
。
均
等
割
は
全
く
収

入
の
な
い
子
ど
も
に
も
か

か
っ
て
き
ま
す
。
高
槻
市

の
保
険
料
で
は
、
医
療
費

に
か
か
る
均
等
割
額
は
、

１
４
，
１
９
５
円
、
後

期
医
療
費
分
の
均
等
割

は
、
５
，
７
０
７
円
で
合

計
１
９
，
８
６
６
円
で
す
。

こ
う
い
う
仕
組
み
で
は
家

族
が
増
え
れ
ば
国
民
健
康

保
険
料
の
負
担
も
増
え
ま

す
。　

　

２
０
１
９
年
度
の
均
等

割
り
額
は
医
療
費
分
後

期
分
と
合
わ
せ
て
１
２
，

８
９
６
円
で
し
た
。
こ
の

２
年
間
で
６
，
９
７
０
円

も
値
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
少
子
化
対

策
の
一
環
と
し
て
来
年

２
０
２
２
年
４
月
か
ら
小

学
校
入
学
前
の
、
子
ど
も

の
均
等
割
り
を
半
額
に
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

全
国
の
市
町
村
で
は
独

自
に
18
歳
ま
で
均
等
割
を

免
除
す
る
自
治
体
が
あ
り

ま
す
。
国
が
小
学
校
に
行

く
ま
で
の
子
ど
も
の
半
額

し
か
減
免
し
な
い
と
い
う

の
な
ら
、
残
り
の
半
額
は

市
が
負
担
す
る
こ
と
、
さ

ら
に
18
歳
ま
で
均
等
割
り

は
取
ら
な
い
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

以
外
の
借
入
残
高
、
郵
便

番
号
、
家
族
構
成
な
ど
23

項
目
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

匿
名
の
加
工
が
さ
れ
て
い

て
も
、
他
の
情
報
と
組
み

合
わ
せ
れ
ば
、
個
人
が
判

別
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
23
項
目
の
中
に
は

名
前
や
住
所
は
伏
せ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
郵
便
番
号

が
あ
る
の
で
町
名
な
ど
は

わ
か
り
ま
す
。

♬


